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各課からの お　知　ら　せ
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

吉
井
郵
便
局
で

住
民
票
等
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福祉
健康

漓
支
給
対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
、児
童
手
当
の

支
給
対
象
年
齢
が
小
学
校
第
３
学
年
修
了

前（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）ま
で
か

ら
、小
学
校
修
了
前（
12
歳
到
達
後
最
初
の

年
度
末
）ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、現
在
児
童
手
当
を
受
け
て

い
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

４
月
中
に
小
学
校
を
経
由
し
て
４
年
生
〜

６
年
生
の
児
童
全
員
に
配
布
し
ま
し
た
案

内
文
書
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

滷
所
得
制
限
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
に
と
も
な
い
、限

度
額
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、児
童
手

当
を
受
け
て
い
な
い
方
も
一
定
の
控
除
を
し

た
後
の
所
得
額
が
次
の
限
度
額
以
内
で
あ

る
場
合
は
手
当
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、認
定
請
求
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
手
続
き
に
必
要
な
も
の
に
つ
き

ま
し
て
は
、状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
か
ら
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、市
役
所
で
の
手
続
き

は
不
要
で
す
。

暮ら
し

平成１８年度
児童手当所得制限限度額表

扶養親族等
の数

国民年金、
年 金 未 加
入者の方

厚生年金、
共 済 年 金 等
の加入者の方

０人

１人

４６０．０

４９８．０

５３２．０

５７０．０

※以下、扶養人数が1人増すごとに
　　　　　　　　　　　  380,000円加算

お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
　
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　
蕁
63
―
５
１
１
３

〈単位 ： 万円〉

　
３
月
３１
日
で
吉
井
連
絡
所
が
廃
止
に
な

り
、そ
れ
に
伴
い
４
月
３
日
か
ら
証
明
書
交

付
の
委
託
事
務
を
吉
井
郵
便
局
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
取
扱
っ
て
い
る
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

交
付
し
て
い
る
証
明
書

　
蘆
戸
籍
謄
本（
全
部
事
項
証
明
）

　
蘆
戸
籍
抄
本（
個
人
事
項
証
明
）

　
蘆
住
民
票
の
写
し（
個
人
、世
帯
全
員
）

　
蘆
印
鑑
登
録
証
明
書

　
蘆
納
税
証
明
書

　（
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
の
場
合
は
、

　
　
車
検
証
を
提
示
し
て
も
ら
い
ま
す
。）

取
扱
い
時
間

　
平
日（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）

　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
※
土
・
日
曜
日
、祝
日
及
び

　
　
　
　
１２
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
除
く
。

請
求
は
本
人
の
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
住
民
票
に
つ
い
て
は
同
一
世
帯
の
も
の
も
請

求
で
き
ま
す
。

請
求
時
に
必
要
な
も
の

運
転
免
許
証
等
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
。

蘆
印
鑑

蘆
印
鑑
登
録
証（
印
鑑
証
明
書
が
必
要
な
と
き
）

お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
　
市
民
課
戸
籍
市
民
係
　

　
　
蕁
63
―
５
１
１
２

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の

納
期
限
は
、５
月
３１
日（
水
）で
す
。

税
 

納
税
窓
口
に
お
越
し
の
際
は
、

 

納
税
通
知
書
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税

◎
納
付
場
所

　
市
役
所
・
各
支
所
会
計
窓
口
、最
寄
り
の

　
金
融
機
関

◎
納
税
窓
口
開
設
場
所

　
市
役
所
ま
た
は
各
支
所
会
計
窓
口

◎
納
税
窓
口
開
設
時
間

蘆
通
常
　
平
日

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
　

蘆
臨
時
　
５
／
27（
土
）・
28（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
臨
時
窓
口
は
本
庁
の
み
の
開
設
で
す
。

　
な
お
、５
／
27（
土
）・
28（
日
）の
両
日
は
、

佐
渡
地
域
振
興
局
の
収
税
担
当
が
来
庁
し

て
お
り
ま
す
の
で
、自
動
車
税
も
納
税
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。な

お
、納
税
通
知
書
を
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。

自
動
車
税

◎
納
付
場
所

　
佐
渡
地
域
振
興
局
窓
口
、郵
便
局
、最
寄

　
り
の
金
融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ

◎
納
税
窓
口
開
設
場
所

　
佐
渡
地
域
振
興
局
　
県
税
部

◎
納
税
窓
口
開
設
時
間

蘆
通
常
　
平
日

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

蘆
臨
時
　
５
／
27（
土
）・
28（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
軽
自
動
車
税
の
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

軽
自
動
車
税
は

　
市
役
所
　
税
務
課
収
納
対
策
係

　
　
蕁
63
―
５
１
１
０

自
動
車
税
は

　
佐
渡
地
域
振
興
局
　
県
税
部

　
　
蕁
74
―
３
３
１
０
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税
務
職
員（
税
務
大
学
校
生
）募
集

税
　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、国
税
に
関

す
る
調
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
職
員

（
国
家
公
務
員
蠱
種
）の
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格
／
昭
和
６１
年
４
月
２
日
か
ら

  

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

試
験
の
程
度
／
高
等
学
校
卒
業
程
度

受
付
期
間
／
６
月
２０
日（
火
）〜

　
６
月
２７
日（
火
）（
消
印
有
効
）

申
込
先
／
〒
３
３
０
―
９
７
１
２

　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
１
番
１

　
人
事
院
関
東
事
務
局

　
蕁
０
４
８
―
７
４
０
―
２
０
０
６
〜
８

第
１
次
試
験
／
９
月
３
日（
日
）

  

教
養
試
験
、適
正
試
験
お
よ
び
作
文
試
験

第
２
次
試
験
／
10
月
12
日（
木
）〜
19
日（
木
）

　
ま
で
の
第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
す

　
る
日
。
人
物
試
験
お
よ
び
身
体
検
査

合
格
発
表（
第
１
次
試
験
）／
１０
月
５
日（
木
）

最
終
合
格
／
１１
月
９
日（
木
）　

※
受
験
申
込
書
は
税
務
署
窓
口
で
交
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
採
用
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
相
川
税
務
署
　
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
蕁
74
―
３
２
７
６

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

お知
らせ

■
県
営
お
り
と
住
宅（
相
川
地
区
）

○
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１

○
規
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て
、３
Ｄ
Ｋ
、

　
昭
和
５４
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
１
階
）

○
家
賃
　
月
額
１
万
４
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
２
万
４
７
０
０
円

○
駐
車
場
使
用
料
　
月
額
３
０
０
０
円

■
お
り
と
向
野
住
宅（
相
川
地
区
）

○
所
在
地
　
相
川
下
戸
村
３
５
４
番
地
６

○
規
格
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
、

　
平
屋
建
て
、３
Ｄ
Ｋ
、昭
和
４６
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸

○
家
賃
　
月
額
１
万
５
０
０
０
円

■
県
営
炭
屋
町
住
宅（
相
川
地
区
）

○
所
在
地
　
相
川
炭
屋
町
19
番
地
３

○
規
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て
、３
Ｄ
Ｋ
、

　
昭
和
５８
年
度
建
設

○
募
集
戸
数
　
１
戸（
１
階
）

○
家
賃
　
月
額
１
万
６
７
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
２
万
７
６
０
０
円

○
駐
車
場
使
用
料
　
月
額
２
６
０
０
円

◎
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
建
設
課
も
し

く
は
、各
支
所
建
設
課
・
建
設
水
道
課
の
窓

口
へ
、申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
申
込
期
限
　
５
月
３１
日（
水
）午
後
５
時

◎
入
居
可
能
日
　
６
月
中
旬
か
ら

◎
入
居
に
関
し
て
は
、保
証
人
と
敷
金

　（
家
賃
の
３
ヶ
月
分
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
建
設
課
　
建
築
住
宅
係

　
　
　
　
蕁
63
―
５
１
１
８

　
相
川
支
所
　
建
設
水
道
課

　
　
　
　
蕁
74
―
０
３
３
８

も
し
く
は
各
支
所
建
設
課
・
建
設
水
道
課

入
居
資
格

　
お
り
と
向
野
住
宅
に
つ
い
て
は
、
漓
、

潺
に
該
当
す
る
こ
と

漓
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、公
租

公
課（
市
税
等
）を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

滷
同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
を
含
む
）

が
い
る
こ
と
。

澆
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が
２０
万

円（
高
齢
者
世
帯
、障
害
者
の
い
る
世

帯
等
は
２６
万
８
０
０
０
円
）を
超
え

な
い
こ
と

潺
現
に
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　1960年5月結成。1991年には日本吹奏楽学会「第
一回吹奏楽アカデミー賞」を受賞。日本屈指の演
奏力を誇る東京佼成ウインドオーケストラのコンサー

トをぜひお楽しみ下さい。
　コンサートの翌日にはメンバーによる楽器クリニッ
クも行います。

東京佼成ウインドオーケストラ 【佐渡公演】

楽器クリニック

南こうせつwithウーファン

蕁 52－2001アミューズメント佐 渡 イ ベ ン ト 情 報

「宝くじまちの
　　　音楽会」

チケット
発売中

心のうた

コンサート6月10日贖 
午後6：30開演（午後6：00開場）

蘆入場料／2,000円（全席指定）
蘆会　場／アミューズメント佐渡
　　　　　　　　　　　 大ホール
蘆発売中／（アミューズメント佐渡
　　　および島内プレイガイドにて）
蘆主　催／アミューズメント佐渡・
　新潟県・（財）自治総合センター

7月16日跣 
蘆入場料／一　般 3,000円
　　　　　学　生1,500円（全席指定）
蘆会　場／アミューズメント佐渡 大ホール
蘆チケット発売中
蘆主　催／東京佼成ウインドオーケストラ
　　　　　　　　　　佐渡公演実行委員会

7月17日跫 午前10：00～ 

午後6：30開演（午後6：00開場）

参加費／一般4,000円　学生2,000円
（コンサート・クリニック参加通し入場料／
　　　　　　　　一般6,000円　学生3,000円）
クリニック鑑賞入場料（自由席）／1,000円

東京佼成ウインドオーケストラ
メンバーによる
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各課からの お　知　ら　せ

「
弾
埼
灯
台
」

　
　
　
　
　
一
般
公
開
し
ま
す

守
ろ
う
！
　
電
波
の
ル
ー
ル

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ス
マ
イ
ル
赤
泊
」の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

お知
らせ

職
種
・
採
用
予
定
人
員
・
賃
金

漓
介
護
職
員
・
若
干
名

　
　
　
　
　
　
　 

（
日
額
６
２
０
０
円
〜
）

滷
看
護
師
・
１
　
名（
日
額
８
５
０
０
円
〜
）

澆
調
理
員
・
１
　
名（
日
額
５
９
０
０
円
〜
）

受
　
験
　
資
　
格
　

漓
介
護
職
員･･･

　
年
齢
50
歳
未
満
の
健
康
な
人
。

滷
看
護
師･･･

　
年
齢
50
歳
未
満
の
健
康
な
人
で
、看
護

師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人
。

澆
調
理
員･･･

　
年
齢
50
歳
未
満
の
健
康
な
人
。

※
ス
マ
イ
ル
赤
泊
で
随
時
受
付（
面
接
）し
ま

す
の
で
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
ス
マ
イ
ル
赤
泊

　
　
蕁
81
―
５
７
５
０
　

　
新
潟
海
上
保
安
部
で
は
、景
勝
地
大
野

亀
で
行
わ
れ
る
「
カ
ン
ゾ
ウ
ま
つ
り
」
に
あ
わ

せ
佐
渡
島
北
端
の
灯
台
で
あ
る「
弾
埼
灯
台
」

を
次
の
と
お
り
一
般
公
開
い
た
し
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、い
つ
も
は
見
る
事
の
出
来
な

い
輕白
亜
の
灯
台
輅
の
中
を
チ
ョ
ッ
と
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
平
成
１８
年
６
月
１１
日（
日
）

　 

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
ま
で

　（
小
雨
決
行
で
す
）

場
　
所
　
弾
埼
灯
台（
佐
渡
市
鷲
崎
）

　
※
は
じ
き
野
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ー
ク
隣
り
　

内
　
容
　
灯
台
施
設
の
公
開
、灯
台
写
真
パ

ネ
ル
の
展
示
、灯
台
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
用
紙

の
配
布
、記
念
撮
影
な
ど

お
問
合
せ
先

　
新
潟
海
上
保
安
部 

航
行
援
助
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁
０
２
５
―
２
４
４
―
１
０
０
８

甲
種
防
火
管
理
「
再
講
習
」の

お
知
ら
せ

主
　
催
　
財
団
法
人 

日
本
防
火
協
会

日
　
時
　
６
月
23
日（
金
）　

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

会
　
場
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡 

小
ホ
ー
ル

定
　
員
　
１
０
０
名

受
付
期
間

　
　
　
　
５
月
22
日（
月
）〜
６
月
16
日（
金
）

受
講
料
　
５
０
０
０
円

受
講
申
込
書

 

市
消
防
本
部（
予
防
課
）、最
寄
の
消
防
署

ま
た
は
日
本
防
火
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://w
w

w
.n

-b
o

u
k

a
.o

r.jp

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
※
こ
の
講
習
は
、防
火
管
理
者
の
資
格
を

有
し
、劇
場
・
飲
食
店
・
店
舗
・
ホ
テ
ル
・
病
院

な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
建

物（
特
定
防
火
対
象
物
）の
う
ち
、収
容
人

員
が
３
０
０
人
以
上
の
甲
種
防
火
対
象
物

を
管
理
す
る
防
火
管
理
者
が
受
講
義
務
対

象
と
な
り
ま
す

　
※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の
消

防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　
佐
渡
市
消
防
本
部
・
中
央
消
防
署

　
　
蕁
52
―
３
９
４
１（
代
）

　
　
蕁
52
―
３
９
９
６（
予
防
課
直
通
）

　
両
津
消
防
署
　
　
蕁
27
―
３
５
５
５

　
相
川
消
防
署
　
　
蕁
74
―
３
１
２
４

　
南
佐
渡
消
防
署
　
蕁
88
―
３
１
１
９

は
じ
き
さ
き

　
電
波
を
正
し
く
利
用
す
る
た
め
に
、電
波

法
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、ル

ー
ル
を
守
ら
な
い「
不
法
無
線
局
」
か
ら
発

射
さ
れ
る
強
力
な
電
波
〈
不
法
電
波
〉に
よ

り
、テ
レ
ビ･

ラ
ジ
オ
な
ど
の
放
送
受
信
機
器

や
、消
防
や
救
急
な
ど
重
要
な
無
線
通
信
へ

の
混
信
・
妨
害
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
違

法
な
無
線
設
備
の
流
通
が
広
が
り
、こ
れ
ら

を
手
軽
に
入
手
・
使
用
し
た
妨
害
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
み
ん
な
の
財
産
で
あ
る
電
波
、そ

の
良
好
な
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、「
不
法

無
線
局
」
を
な
く
し
、電
波
を
正
し
く
使
い

ま
し
ょ
う
。

 

電
波
に
関
す
る
ご
相
談
は

　
　
　
　
　
　
　
　
信
越
総
合
通
信
局
へ
。

★
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
お
よ
び
違
法

な
無
線
設
備
の
情
報
に
関
す
る
も
の

　
　
監
視
調
査
課

　
　
蕁
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
７
６

★
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受
信
障
害

に
関
す
る
も
の

　
　
受
信
障
害
対
策
官
　

　
　
蕁
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
９
１

★
そ
の
他
の
行
政
相
談
に
関
す
る
も
の

　
　
調
査
官

　
　
蕁
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
６
１

お
問
い
合
わ
せ

　
　
総
務
省
　
信
越
総
合
通
信
局

　
　h

ttp
://w

w
w

.sh
in

etsu
-b

t.g
o

.jp
/
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〜
高
齢
者
の
就
職
・
就
業
を
支
援
す
る
〜

 

パ
ソ
コ
ン（
初
級
）講
習
会

 

受
講
生
募
集
！（
受
講
料
無
料
）

お知
らせ

応
募
条
件
　
就
職
を
考
え
て
い
る
高
齢
求

職
者（
60
歳
前
半
層
）で
全
日
程
受
講
で

き
る
方

※
現
在
就
職
中
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

雇
用
・
就
業
を
め
ざ
す
講
習
会
の
た
め
、

趣
味
・
教
養
の
た
め
の
申
し
込
み
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
審
査
の
う
え
、多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

定
員
　
午
前
10
名
・
午
後
10
名

日
程
　
平
成
18
年
６
月
５
日（
月
）〜
８
日

（
木
）、12
日（
月
）〜
15
日（
木
）、19
日（
月
）

〜
23
日（
金
）の
13
日
間

時
間
　
午
前
の
組
　
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

　
　
　
午
後
の
組
　
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場
　
イ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
教
室（
佐

渡
市
千
種
）

申
込
用
紙
　
お
近
く
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡
に
あ
り

ま
す
。

申
込
締
め
切
り
　
５
月
26
日
必
着

お
問
い
合
わ
せ
　

（
社
）新
潟
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
蕁
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
５
３

悩
み
ご
と（
人
権
・
登
記
・
戸
籍
等
）

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
が
、こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、困
り
ご
と
や
心
配

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

開
催
日
　
６
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

会
　
場
　
佐
渡
中
央
会
館

相
談
担
当
者
　

　
　
人
権
擁
護
委
員
　
白
川
　
彰
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
屋
　
た
ま
子

　
　
法
務
局
職
員
　
　
横
山
　
明
美

　
こ
の
ほ
か
次
の
常
設
相
談
所
で
、祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
前
12
時
、午
後
１

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、ご
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

★
新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　
蕁
０
２
５
９
―
74
―
３
７
８
７

◎
女
性
と
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談

電
話（
４
月
１
日
か
ら
電
話
番
号
が
全
国
共

通
化
し
ま
し
た
。
電
話
を
お
か
け
い
た
だ
い

た
地
域
を
管
轄
す
る
地
方
法
務
局
に
つ
な

が
り
ま
す
。Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続

で
き
ま
せ
ん
）

★
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
蕁
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０（
全
国
共
通
）

★
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
蕁
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
０（
全
国
共
通
）

（
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
、午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

佐
渡
市
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

両
津
図
書
館
　
休
館
し
ま
す

　
両
津
図
書
館
で
は
、ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工

事
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、な
に
と
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間
　
平
成
18
年
５
月
15
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
30
日（
金
）ま
で

　
ま
た
、休
館
期
間
中
、図
書
の
貸
出
は
し

ま
せ
ん
が
、返
却
は
可
能
で
す
。
返
却
ポ
ス
ト

ま
た
は
他
地
区
の
図
書
館･

室
へ
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課（
蕁
27
―
４
１
８
１
）ま
た
は
中
央
図
書
館

（
蕁
63
―
２
８
０
０
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
18
年
度
新
潟
県
警
察
官

　
　
　
　
採
用
試
験
の
ご
案
内

○
警
察
官
Ａ（
大
学
卒
業
者
）採
用
試
験

　
　
　
　
　（
平
成
18
年
11
月
採
用
）

○
警
察
官
Ｂ（
大
学
卒
業
者
以
外
）採
用
試
験

　
　
　
　
　（
平
成
18
年
11
月
採
用
）

○
警
察
官
Ａ（
大
学
卒
業
者
）採
用
試
験
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
回

　
　
　
　
　（
平
成
19
年
４
月
採
用
予
定
）

□
受
付
期
間

　
　
５
月
12
日（
金
）〜
６
月
５
日（
月
）

□
第
１
次
試
験
　
７
月
９
日（
日
） 

新
潟
市

□
最
終
合
格
発
表
　
９
月
14
日（
木
）

※
受
験
資
格
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は

市
報
さ
ど
４
月
号
を
ご
覧
に
な
る
か
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　
佐
渡
西
警
察
署
　
蕁
74
―
０
１
１
０

　
佐
渡
東
警
察
署
　
蕁
27
―
０
１
１
０

　
平
成
18
年
度
の
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐

屯
地
創
設
記
念
式
典
は
今
年
の
秋
に
実
施

す
る
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

　
陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
渉
外
広
報
室

　
　
　
　
　 

蕁
０
２
５
４
―
22
―
３
１
５
１

お
わ
び
と
訂
正

４
月
25
日
発
行
の
市
報
さ
ど
お
知
ら
せ

版
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

（
６
ペ
ー
ジ
）イ
ベ
ン
ト

　
真
野
・
佐
渡
薪
能

　（
誤
）５
月
14
日

　（
正
）６
月
４
日

（
７
ペ
ー
ジ
）

　（
誤
）市
税
等
納
期
一
覧
表

　（
正
）平
成
18
年
度
調
理
師
試
験
案
内

（
８
ペ
ー
ジ
）

　
地
区
別
人
口
　

　（
誤
）３
月
１
日
現
在

　（
正
）４
月
１
日
現
在

　
両
津
地
区
人
口
の
計

　（
誤
）１
６
２
３

　（
正
）１
６
２
７
３

陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地

               

か
ら
の
お
知
ら
せ
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中央図書館からのお知らせ

図書館だより

　中央図書館（金井図書館）では、次の講座の受講生を募集しています。
　会場はいずれも中央図書館　2階講座室です。

文　学　教　室
毎月第２木曜日　午前１０時～１１時３０分まで
講師は酒井友二先生（元佐渡高校教諭）
内容は『枕草子』を勉強します。古典がお好きな方、大歓迎です。

郷 土 史 教 室

毎月第２水曜日　午後１時３０分～３時３０分まで
講師は児玉信雄先生（元佐渡高校教諭）
郷土の歴史を古文書を通して学んでみませんか。古文書を読めるようになりたい方
はどうぞ。現地学習もあります。

絵 本 を 読 む 会

毎月第３水曜日　午前１０時～１２時まで
お子さんと一緒に絵本を楽しみながら、作者や絵本作家について研究し、お互いに発
表し合う楽しい会です。良い絵本との出会いは、一生の宝となります。お子様連れで
参加できます。

　今年も4月23日（日）～5月13日（土）まで、子ども読書週間が開催されました。この読書週間にちなんで、各図書
館では様々な行事を行いました。お話会や絵本の読み聞かせ会などを実施し、少しでも多くの子どもたちに絵本
やお話の楽しさを味わってもらいたいと企画しました。
　子どもは、大好きな人から楽しい話やこわい話などを聞いて実に多くのことを経験しています。言葉の豊かさや、
遊び、笑い、知恵など、絵本やお話の中で様々な体験をし、学んでいきます。図書館や保育園だけでなく、家庭の中
で絵本を読んであげてください。子どもたちにとって一番幸せなひとときだと思います。
　図書館では、良い絵本をたくさんそろえて皆様のおいでをお待ちしております。

　山本勝一編集『演劇脚本集』を山本様からご寄贈いただきました。この脚本集は「両津高校演劇部」のOBの
会が「創作」または「翻案・創作」した作品を集めた貴重な資料です。読みたい方は、各図書館にありますのでどう
ぞご利用ください。

子ども読書週間（魔法の国へのパスポート）

蘆ありがとうございました蘆

中央図書館で絵本の展示をしています
　50年前（1956年）小さな絵本が発刊されました。今でも多くの子
どもたちに読み継がれている絵本「こどものとも」第1号から100号
までを展示しました。懐かしい絵本や楽しい絵本がいっぱいです。
　ぜひ親子でお楽しみください。5月末まで展示しています。

《佐渡市立図書館の新しいホームページアドレスです。》

http://lib.city.sado.niigata.jp

〒952-1209　佐渡市千種177－1
TEL. 63－2800 　FAX. 63－2552


